
1984年 図 学 国 際 会 議ICECG (International Conference

 on Engineering and Conmputer Graphics)参 加 報 告*

日本図学会ICECG参 加 ツァー団長 磯 田 浩

1984年8月27日 か ら9月1日 まで,中 国 の北 京 に お い て,第2回 の 図 学国際会議ICECG

 (International Conference on Engineering and Computer Graphics)が,中 国工程 図学

会 と米 国工 学 教 育 学 会 工 学 設 計 製 図 部 会(Engineering Desighn Graphics Division of

 American Society for Engineering Education)の 共 同主 催 に よ り開催 され た。 本会議 は

1978年 に カナ ダのバ ンクーバ ーで開か れた 第一 回図 学 国 際 会議(International Confference

 on Descriptive Geometry,こ の 会議 の詳細 につ いて は図学研 究 第24号(昭54)32頁 参 照)に

つ ぐもので あるが,会 議 の名称変更が示 す よ うに,従 来の図法幾何学 のみ でな くコンピュー タ・

グラフ ィックス等 を含む 図的表現法一般 に関す る国際会議 として開催 され た。会議 には,中 国,

米 国,日 本,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,オ ー ス トリア,西 ドイツ,ベ ネズェ ラ等の 国々か ら約

200人 の 参加 者 があ り,日 本か らは 日本図学会主催(日 本設計製 図学 会共催)の 国際会議 ツァ

ー参加者 を中心 に23名(同 伴 夫 人を含 む)の 参加 が あった
。

会議 の 日程 を図1に 示す 。8月27日 に は会議 の レジス トレー シ ョン とホテルのチ ェ ックイン

が行 なわれ,夜 は中国科学 技術協会 の招 待 に より,レ セプ シ ョンパ ーテ ィー が催 された。
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28日 か ら30日 ま では研究 発表や全体会議 が行 なわれ た。28日 午前 には,オ ー プニ ングセ レモ

ニー,招 待 講演が行 なわれ,日 本か らは 日本 図学 会会長磯 田浩 よ りGraphics of Japanと 題

した講演 があ った。それ に続 く一般研 究発表は,内 容別 の3つ の グルー プ(A,B,C)に 分

れて,図 に示す ように4つ のセ ッシ ョンで行 なわれた。 グループAが 図法幾何 学関係,グ ルー

プB,Cが コ ン ピュー タ ・グラフィ ックス関係 であ り,約80編 の 研 究発表が行 な われた。
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グループAで は,4次 元図学,軸 測投影,曲 面に関する作図法,図 法幾何学の工学への応用,

図学教育法等に関す る約30編 の研究発表があった。このグループでは,と くに中国の研究発表

が数 多く行なわれ,高 温炉用パ ラボラ反射鏡の集光の作図,曲 面図学 とその鋼材圧延への応用

など,図 学 を実際の設計に応用 した研究発表が・興味深かった。図学は,元 来,応 用の学 として

発展してきたが,我 国ではこのような視点からの図学の研究は数少なく,図 学研究の方法 とし

て忘れてはならない一つの方法であろう。なお,グ ループAで の我国か らの発表は以下の とお

りである。

•g Perspective of Oblique Axonometric Axes•h ; Naoki Odaka (Tokyo) 

•g The Construction of the Axes of an Ellipse Having a Pair of Given Conjugate 

 Diameters from the Viewpoint of a Central Projection•h; Kazuhiko Takeyama 

( Kobe - Daigaku ) 

•g Development by Triangulation and Construction of Warped Surfaces•h ; Kenjiro 

 Suzuki, Tatsuhiko Aizawa and Hiroshi Isoda (Univeristy of Tokyo) 

•g A System of Axonometric Construction of Parallel Projection from the Viewpoint 

 of Affine Geometry•h ; Shiro Odaka (Kobe University) 

 •g A Fundamental Drawing in Elementary & Descriptive Geometry & Its Application•h; 

 Naoki Odaka (Tokyo)

グルー プB,Cは コ ンピュー タ ・グラフ ィッ クス関係 で,表 示 法,モ デ リン グ,教 育法 に関

す る約50編 の研究発表 が あった。表示法 に関す る ものでは,Beam・tracing,ス ク リー ン分割

に よる表示,高 速 ライ ンク リッピング技法 等,主 として物体 の高速 レンダ リン グ ・シェー デ ィ

ン グ表示 について米 国 グルー プか らの発表 があ った。モデ リン グにつ いては,鋳 型 等機械部 品

のモデ リン グのほか に,樹 木 ・人体曲面 ・人骨 ・空(そ ら)の モデ リン グに関す る研 究発表 が

あ った。従 来,機 械 設計 を中心 に発達 して きた モデ リング技法 を,こ れ らの よ り複雑 な形状 の

対 象に拡張 し,生 物,医 療,人 類 学 などの研 究 に役立 て よ うとい う試 みであ る。 これ らは,単

にモデ リン グ技法 として興 味深 いのみ でな く,従 来,記 述す ることさえ困難 であった これ らの

複雑 な形状 を定量的 に記述す る ことに よ り,こ れ らの “形” の本質 にせ まる新 しい図形科学 の

発 展の可能性 を示す もの として今 後の発展 が期待 され る。 また,船 体形状 にあ らわれ る複雑 な

曲面 を図学 的方法 で分類 し,コ ンピュー タに よる図形処 理 を簡 略化 しよ うとす る研 究 も発表 さ

れ,従 来 の図学 をコン ピュー タ ・グラフ ィックスに うま く利用 した もの として興味 深か った。

グルー プB,Cで は コンピュー タ ・グラフ ィ ックス(CAD)教 育 に 関す る論文 が9編 発表

され,図 学 関係 者の この分野 の教育 法 に対 す る関心 の深 さを うかが わせ た。 この分 野の研究 発

表 は,東 京大 学の例 を除 き,す べ て米 国か らの もの で,例 えば,ミ シガ ン州 ロー レ ンス工科 大

学 では3コ ースか らな るCAD教 育 カ リキュ ラム を用 意 し,コ ン ピュー タ ・グ ラフ ィッ クス入

門,商 用CADパ ッケー ジを用 いた工 学 設 計,3次 元図形処理 の理 論 と実際(ワ イアー フレー

ム,ソ リッ ドモデル)等 につ いての教育 を シス テマ テ ィッ クに実施 してお り,さ らに,FEM

に よ る解析,NC・CAM等 の生産 工程処理 を含 む総合 的 なCAE教 育 を計画 している。 この他,

カ リフ ォルニア大学 におけ る建築 ・美術学科 の学生 を対象 としたデザ イ ン媒体 として コンピュ

ー タ ・グラフ ィッ クス を用 いる教育 等 につ いての研究 発表が あ った
。米 国の大学 にお いて も,

教 育 用ハー ドウ ェア は必ず し も完備 してい るわけ ではな く,パ ソコンを利用 した りした様 々な

教育 が試行 されてお り,我 国 に参考 に なる もの も多い。

なお,グ ループB,Cで の 我 国か らの発 表は次の とお りである。

•g An Approach to Evaluate the Surface Model of Human Trunk•h; Emiko Tsutsumi 

 Shinobu Nagashima * , Kenjiro Suzuki * , Kumi Ashizawa * and Hiroshi Isoda * * 

 ( * Otsuma Women's University, * * University of Tokyo)
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•g Analytical Study on Planar Shape Pattern Using the Theory of Descriminant 

 Analysis•h; Shunji Hirokawa ( Kyushu University)

•g An Attempt on Computer Graphics & CAD Education•h; Shinobu Nagashima and 

 Hiroshi Isoda ( University of Tokyo ) 

•g Graphic Processing & Three - dimentional Representation in Under - water Ultra -

 sonnic Imagimg •h; Tatsuhiko Aizawa, Kenjiro Suzuki, Saburo Nagano anf Hiroshi 

 Isoda ( University of Tokyo )

研 究発表後 の全体会議,ク ロー ジ ングセ レモニー では,会 議の総括,今 後 の本国際会議 の方

向づ け等につ いて議論が な され た。 今回の会議 を前 回の会議 と比較す る と,会 議 名称 の変 更か

ら も明 らか な ように,コ ン ピュー タ ・グラフ ィックスを正 面か ら取上 げ たこ とに今 回の会議の

特長 があ ろ う。発表論文数 は前 回の約20編 か ら今回の80編 へ と大幅 に増加 し,図 法幾何学 関係

の みに限 って も約30編 と増加 をみせ た ことは一 応の成功 とい えよ う。今 回の国際会議 でみ る限

り,図 学の研 究に とって も,コ ン ピュー タ ・グラフ ィックスは もはや 無視 で きな い分野 であ る

こ とは明 らか であ り,我 国の図学研 究の この分野での現状 は必ず しも楽観 をゆ るさない。 この

傾 向は,図 学 教育に関 して もまた同様で ある。今後の本 国際会議 の方向づ けにつ いては,ほ ぼ

今 回 と同様,図 学関係者 を中心 としつつ も,よ り幅広 く “図的表現 法”一般 に内容 を広げて,

さ らに他分 野か らの参加 を も呼 びかけて いこ うとい う意 見が主流 であ った。今回の会議 にお い

ては,図 学 に対 して コンピュー タ ・グラフ ィッ クスを どの よ うに位 置づけ るかは必ず しも明 ら

か では なか った。 しか し,図 学研究 の現状 をみ る とき,今 は,内 容 及 び参加 メンバー をLし絞 る”

こ とよ りこれ らを “広 げ る” こ とのほ うが よ り重要 であ る もの と思われ る。 この よ うな見地か

らも,ま た,今 回の 国際会議 と日本図学 会の研究 レベ ル とを考 えあわせ てみて も,我 国か ら も

っ と数 多 くの研 究 発表 があ って もよか ったのでは ないか と思 われ る。本会議 は,図 学 関係者が

主 催す る唯一 の国際会議 で あ り,単 に研究 発表 を通 じて意 見交換 を行 な うだけで な く,会 議 中

の休 憩時 間や,バ ンケ ッ ト,会 議 終 了後 の インフ ォーマル ミー テ ィン グ等 を通 じて,各 国の 図

学 関係者 と図学一般 につい て忌憚 な い意 見交換が 出来 る貴重 な機 会で ある。次回 の国際会議 は

3年 後 ウ ィー ンで開催 す るこ とが決定 された。 ウ ィー ンでの 国際会議 には更に 多 くの方が たが

参加 し,研 究発表 を行 なわれ る ことを期 待 した い。

 最 後 にな ったが この場 を借 りて,米 国 プリ ンス トン大学Slaby教 授,中 国華南工学 院朱教授

をは じめ,本 会議 の開 催に尽 力下 さった関係各位 に感謝の意 を表 したい。
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